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        No. 2633
2023 年 5 月 29 日

大
軍
拡
も
大
増
税
も
Ｎ
Ｏ
！

賃
金
あ
げ
て
消
費
税
さ
げ
る
Ｙ
Ｅ
Ｓ
！

入管法改悪反対を訴える市民

5 月 21 日　渋谷区内

　
　
　
（
１
）

　

Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
は
、

米
国
を
中
心
と
す
る
軍
事

ブ
ロ
ッ
ク
に
参
加
す
る
諸

国
で
構
成
さ
れ
る
Ｇ
７
と

い
う
枠
組
み
が
、
グ
ロ
ー

バ
ル
な
諸
課
題
に
対
処
す

る
う
え
で
、
深
刻
な
限
界

と
矛
盾
に
直
面
し
て
い
る

Ｇ
７
の
限
界
と
矛
盾
が
い
よ
い
よ

深
刻
に
　
　
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト

　
　
　
日
本
共
産
党
志
位
和
夫
委
員
長
が
談
話
（
21
日
）

こ
と
を
浮
き
彫
り
に
す
る

も
の
と
な
っ
た
。
さ
ら
に

日
本
固
有
の
異
常
な
立
ち

遅
れ
を
露
呈
す
る
も
の
と

も
な
っ
た
。

　
　
　
（
２
）

　

広
島
が
開
催
地
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
内
外
の
多
く

の
人
々
が
核
兵
器
廃
絶
に

向
け
た
前
向
き
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
期
待
し
た
が
、

Ｇ
７
の
対
応
は
こ
の
期
待

に
真
っ
向
か
ら
背
く
も
の

だ
っ
た
。

　

核
兵
器
に
よ
る
威
嚇
に

よ
っ
て
他
国
を
抑
え
よ
う

と
い
う
「
核
抑
止
力
」
論

を
公
然
と
唱
え
る
一
方
、

世
界
の
92
カ
国
が
署
名
し
、

す
で
に
国
際
法
と
し
て
の

地
位
を
確
立
し
て
い
る
核

兵
器
禁
止
条
約
を
無
視
す

る
姿
勢
を
と
っ
た
こ
と
に
、

失
望
と
批
判
が
広
が
っ
て

い
る
。

　

被
爆
者
の
サ
ー
ロ
ー
節

子
さ
ん
は
、「
自
国
の
核
兵

器
は
肯
定
し
、
対
立
す
る

国
の
核
兵
器
を
非
難
す
る

ば
か
り
の
発
信
を
被
爆
地

か
ら
す
る
の
は
許
さ
れ
な

い
」
と
語
っ
た
が
、
こ
の

批
判
は
、
Ｇ
７
広
島
サ

ミ
ッ
ト
の
本
質
を
ズ
バ
リ

言
い
当
て
た
も
の
で
あ
る
。

　
「
核
抑
止
力
」論
の
根
本

的
な
見
直
し
と
、
核
兵
器

禁
止
条
約
に
正
面
か
ら
向

き
合
う
姿
勢
が
、
Ｇ
７
諸

国
に
強
く
求
め
ら
れ
て
い

る
。（
以
下
、日
本
共
産
党

HP
参
照
）世界の分断と対立加速

   「核抑止」論に失望
 　G7 に NGO が批判

　

世
界
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
Ｇ
７

首
脳
声
明
の
評
価
に
つ
い

て
緊
急
記
者
会
見
を
行
い

ま
し
た
。

  

ア
ジ
ア
太
平
洋
資
料
セ

ン
タ
ー
の
内
田
聖
子
共
同

代
表
は
、
経
済
安
全
保
障

に
つ
い
て
「
中
ロ
に
対
す

る
デ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
（
分

断
）
政
策
だ
」
と
指
摘
。

「（
新
興
・
途
上
国
の
）
グ

ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス
を
取

り
込
み
、
別
の
経
済
圏
を

作
る
も
の
で
、
世
界
の
分

断
と
対
立
が
サ
ミ
ッ
ト
を

機
に
進
む
こ
と
を
懸
念
し

て
い
る
」
と
警
鐘
を
鳴
ら

し
ま
し
た
。

  

核
兵
器
廃
絶
国
際
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
（
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
）

の
川
崎
哲
会
長
は
、「
核
軍

縮
に
関
す
る
Ｇ
７
首
脳
広

島
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
つ
い
て
、

「
自
分
た
ち
の
核
兵
器
は

『
防
衛
目
的
』『
抑
止
力
』

と
し
て
正
当
化
し
た
。
広

島
、
被
爆
者
を
踏
み
に

じ
っ
た
」
と
言
葉
を
と
が

ら
せ
ま
し
た
。

　

こ
の
他
、
適
切
な
医
療

体
制
の
確
保
、
気
候
・
環

境
正
義
、
人
道
支
援
、「
し

な
や
か
で
開
か
れ
た
社

会
」
の
問
題
で
も
失
望
や

批
判
が
語
ら
れ
ま
し
た
。
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19
日
総
務
省
が
発
表
し

た
全
国
消
費
者
物
価
指
数

は
、
生
鮮
食
品
を
除
く
総

合
指
数
で
１
０
４
・
８
と
、

比
較
可
能
な
１
９
７
０
年

消費者物価  月 1 万円超の負担増

　　消費税の減税急務

　
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
理
解
増
進

法
案
」
は
２
年
前
、
超
党

派
議
員
連
盟
で
当
事
者
の

皆
さ
ん
も
含
め
て
ぎ
り
ぎ

り
の
合
意
が
得
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
法
案
を
変
え
よ

う
と
自
民
党
は
修
正
案
を

出
し
て
き
ま
し
た
。

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
法
　
自
民
党
修
正
案

　
差
別
を
温
存
し
た
い
の
か

　
ち
ゃ
ぶ
台
返
し
許
さ
れ
な
い

言
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

　

ま
た
修
正
案
は
「
性
自

認
」
を
「
性
同
一
性
」
に

変
え
て
い
ま
す
。
性
同
一

性
は
「
障
害
」
の
概
念
で

あ
り
、
性
自
認
は
「
本
人

の
意
思
」
を
示
す
言
葉
で

す
。
２
年
前
に
「
性
自
認

と
い
う
言
葉
は
ゆ
ず
れ
な

い
」
と
の
当
事
者
た
ち
か

ら
の
声
で
、
自
民
党
も
一

旦
合
意
し
ま
し
た
。
こ
れ

を
ち
ゃ
ぶ
台
返
し
の
よ
う

に
ひ
っ
く
り
返
そ
う
と
い

う
の
で
す
。
到
底
許
さ
れ

ま
せ
ん
。

　

自
民
党
の
修
正
案
で
は

「
差
別
は
許
さ
れ
な
い
」と

の
文
言
を
「
不
当
な
差
別

は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」

に
変
え
て
い
ま
す
。
正
当

な
差
別
な
ど
存
在
し
ま
せ

ん
。
修
正
案
は
結
局
、
差

別
を
温
存
し
た
い
の
だ
と

以
降
で
最
も
高
く
な
り
、

食
料
や
住
居
な
ど
10
大
費

目
で
見
る
と
、
政
府
補
助

の
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連

を
含
む
光
熱
・
水
道
の
他

は
全
て
が
上
昇
し
ま
し
た
。

　

消
費
者
物
価
指
数
の
調

査
対
象
５
２
２
品
目
（
生

鮮
食
品
を
除
く
）
の
う
ち

前
年
同
月
に
比
べ
上
昇
し

た
の
は
４
３
３
品
目
と

83
％
に
上
り
ま
す
。

　

総
務
省
の「
家
計
調
査
」

で
試
算
す
る
と
、
２
人
以

上
の
平
均
的
世
帯
で

２
０
２
２
年
度
に
比
べ
月

額
１
万
円
も
の
負
担
増
で

す（
図
）。
物
価
高
か
ら
国

民
生
活
を
守
る
た
め
に
緊

急
に
必
要
な
の
は
消
費
税

の
減
税
で
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

で
ト
ラ
ブ
ル
続
出
。「
マ
イ

ナ
保
険
証
で
別
人
の
情
報

登
録
、
公
金
受
取
口
座
で

他
人
の
口
座
を
ひ
も
付
け
、

他
人
の
証
明
書
印
刷
な
ど

が
相
次
い
だ
」「
富
士
通
が

コ
ン
ビ
ニ
で
の
証
明
書
交

付
を
６
月
４
日
ま
で
停
止

し
た
」「
ポ
イ
ン
ト
付
与
な

ど
短
期
間
で
の
大
量
普
及

に
無
理
が
あ
っ
た
」「
国
会

は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
改
定

案
の
審
議
は
中
止
し
て
、

ト
ラ
ブ
ル
の
事
実
関
係
解

明
を
優
先
さ
せ
る
べ
き

だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
が

閉
幕
。「
広
島
ビ
ジ
ョ
ン
に

核
廃
絶
の
文
字
は
な
く
、

核
兵
器
禁
止
条
約
も
ス

ル
ー
さ
れ
た
」「
岸
田
首
相

は『
核
兵
器
の
な
い
世
界
』

を
掲
げ
な
が
ら
『
核
抑
止

論
』
を
発
信
し
た
。
被
爆

地
か
ら
核
兵
器
固
執
を
発

信
し
た
こ
と
は
許
せ
な

い
」「
気
候
危
機
打
開
に
向

け
た
石
炭
火
力
か
ら
の
撤

退
期
限
が
日
本
の
反
対
で

決
ま
ら
な
か
っ
た
」「
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
や
人
権
の
問

題
で
も
日
本
の
立
ち
遅
れ

が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
で
通
信

障
害
。
25
日
10
時
20
分
頃
、

大
阪
府
や
兵
庫
県
の
一
部

で
固
定
電
話
な
ど
が
着
信

し
づ
ら
い
状
況
が
発
生
。

「
障
害
は
２
時
間
ほ
ど
で

解
消
。
原
因
は
固
定
電
話

用
の
通
信
設
備
の
故
障
と

の
こ
と
」「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本

は
４
月
３
日
の
大
阪
府
な

ど
の
通
信
障
害
で
総
務
省

か
ら
行
政
指
導
を
受
け
た

ば
か
り
だ
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

岸
田
首
相
長
男
の
秘
書

官
が
首
相
公
邸
で
忘
年
会
。

「
週
刊
文
春
電
子
版
が
昨

年
末
、
親
族
ら
と
の
忘
年

会
開
催
を
報
じ
た
」「
公
私

混
同
も
は
な
は
だ
し
い
」

「
翔
太
朗
氏
は
１
月
の
首

相
外
遊
に
同
行
し
た
際
、

公
用
車
を
使
っ
て
観
光
も

し
て
い
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

26
日
19
時
過
ぎ
の
地
震
。

茨
城
県
・
千
葉
県
で
震
度

５
弱
。「
ゆ
っ
た
り
と
し
た

揺
れ
が
続
い
た
」「
こ
こ
１

週
間
、
全
国
で
震
度
３
以

上
が
９
回
、
震
度
５
弱
が

２
回
観
測
さ
れ
た
」「
家
族

で
い
ざ
と
い
う
時
の
安
否

確
認
や
何
を
す
る
か
を
話

し
合
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
多
摩
湖
と
武
蔵
境
の

浄
水
場
を
結
ぶ
多
摩
湖
自

転
車
道
に
点
在
す
る
ア
ジ

サ
イ
が
咲
き
始
め
た
」「
ベ

ラ
ン
ダ
の
ア
サ
ガ
オ
の
蔓

が
ど
ん
ど
ん
伸
び
、
花
も

日
に
日
に
数
が
増
え
て
い

る
」「
カ
ッ
コ
ー
の
鳴
き
声

が
聞
こ
え
る
が
、
探
し
て

も
姿
は
見
え
な
い
」「
猛
烈

な
台
風
２
号
が
西
に
進
ん

で
い
る
。災
害
が
心
配
だ
」

「富裕層 課税強化を」
　　米国の資産家ら提言 
　不公平な税制 格差を拡大

　

米
国
の
資
産
家
や
富
裕

層
で
つ
く
る
団
体
「
愛
国

的
な
百
万
長
者
」
は
、
富

裕
層
へ
の
課
税
を
大
幅
に

強
め
る
提
言
書
を
発
表
。

　

提
言
書
は
、
米
国
の
経

済
格
差
は
過
去
１
０
０
年

で
最
も
深
刻
だ
と
懸
念
を

表
明
。
具
体
的
な
解
決
策

と
し
て
、
累
進
課
税
を
強

め
て
年
収
１
億
㌦
（
約

１
３
４
億
円
）
以
上
の
高

額
所
得
層
に
は
90
％
の
最

高
税
率
を
設
定
し
、
貧
困

層
に
は
税
控
除
を
充
実
さ

せ
る
こ
と
を
提
案
し
て
い

ま
す
。


